
一

ア
ラ
ラ
ギ
派
歌
人

　
丸
山
待
子
と
小
松
屋
河
村
家

（
現
由
布
市
庄
内
町
）
で
生
産
し
た
畳
表
と
な
る
青
む
し
ろ
を
持
ち
船

で
大
阪
に
運
び
、
帰
り
に
は
油
を
積
ん
で
帰
っ
た
と
い
う
。
当
時
、
河

村
家
は
別
府
の
西
側
山
手
に
あ
る
堀
田
温
泉
の
一
帯
を
含
む
広
大
な
田

　
待
子
の
出
生
と
生
い
立
ち

歌
人
丸
山
待
子
の
本
名
は
マ
チ
と
い
う
。
待
子
は
和
歌
の
雅
号
で
あ

矢
　
島
　
嗣
　
久
　
　
畑
や
地
獄
を
持
つ
大
地
主
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
待
子
の
父
徳
一
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
町
村
制
施
行
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
、
明
治
四
十
四
年
ま
で
町
会
議
員
、
そ
の
間
、
郡
会
議
員
と
な
っ
た

る
。
マ
チ
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
三
月
八
田
、
別
府
南
町
の

素
封
家
河
村
家
に
生
ま
れ
た
。
父
は
河
村
徳
一
、
母
は
ツ
タ
、
マ
チ
は

そ
の
長
女
で
あ
る
。

　
マ
チ
は
明
治
三
十
二
年
に
別
府
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
す
る
。

　
明
治
三
十
七
年
一
月
、
母
ツ
タ
が
死
去
す
る
。

　
マ
チ
は
明
治
四
十
年
、
大
分
県
立
大
分
高
等
女
学
校
に
入
学
、
同
四

十
四
年
に
卒
業
す
る
。

　
小
松
屋
河
村
家
は
当
主
が
河
村
吉
郎
、
長
男
が
待
子
の
父
徳
一
で
あ

る
と
す
る
。

二
　
小
松
屋
河
村
家

　
河
村
家
の
商
号
は
「
小
松
屋
」
で
代
々
関
西
方
面
に
出
荷
す
る
青
征

問
屋
で
あ
っ
た
。
別
府
の
山
手
に
あ
た
る
堀
田
地
区
や
大
分
郡
庄
内
村

後
、
同
年
別
府
町
初
の
県
会
議
員
に
当
選
し
た
。
（
昭
和
二
年
ま
で
は

資
格
に
納
税
制
限
が
あ
っ
た
）
。
多
額
納
税
者
で
別
府
銀
行
頭
取
、
豊

州
瓦
斯
株
式
会
社
（
現
大
分
ガ
ス
）
取
締
役
に
な
る
な
ど
別
府
財
界
の

重
鎮
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
、
速
見
郡

日
出
警
察
署
別
府
分
署
の
新
築
費
と
別
府
電
信
局
創
設
に
多
額
の
寄
付

を
し
て
県
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
待
子
の
兄
（
長
男
）
観
三
は
父
徳

一
の
意
志
を
継
ぎ
、
大
正
五
年
か
ら
別
府
町
会
議
員
二
期
、
市
会
議
員

（
副
議
長
）
と
な
る
。
大
正
十
一
年
設
立
の
「
（
有
限
会
社
）
別
府
信
用

組
合
」
（
市
内
永
石
通
り
四
丁
目
）
の
第
三
代
組
合
長
と
し
て
、
そ
の

基
礎
を
固
め
た
。
別
府
町
上
水
道
敷
設
委
員
、
別
府
土
地
建
物
（
株
）

社
長
、
松
涛
館
・
松
栄
館
の
所
有
者
で
も
あ
っ
た
。
松
涛
館
は
松
原
公

園
の
西
側
山
手
に
あ
っ
た
大
き
な
芝
居
小
屋
で
、
松
栄
館
は
同
公
園
の

東
側
に
あ
っ
た
映
画
館
で
あ
る
。
観
三
は
そ
の
ほ
か
、
大
分
県
信
用
組

合
連
合
会
長
、
大
分
県
山
林
会
議
評
議
員
等
の
要
職
に
あ
っ
た
。

20-



三
　
「
旧
国
道
」
と
「
別
府
の
官
公
庁
中
心
地
」

　
小
松
屋
河
村
家
（
別
府
市
末
広
町
二
番
五
号
）
の
東
側
、
前
通
り
は

昔
か
ら
別
府
で
も
広
い
道
路
で
国
道
だ
っ
た
。
そ
の
他
は
田
畑
だ
っ
た
。

こ
の
道
路
は
北
に
向
か
っ
て
は
豊
前
街
道
又
は
小
倉
街
道
と
呼
ば
れ
、

南
に
向
か
っ
て
は
府
内
（
現
大
分
市
）
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
街
道

は
別
府
か
ら
高
崎
山
の
西
側
、
中
腹
に
あ
る
銭
瓶
峠
を
越
え
て
府
内
に

通
じ
て
い
た
。

　
小
松
屋
の
前
の
道
路

付
近
に
は
昭
和
初
期
以

降
、
別
府
市
役
所
、
大

分
銀
行
別
府
支
店
、
別

府
電
報
電
話
局
、
別
府

郵
便
局
、
別
府
信
用
組

合
、
別
府
警
察
署
等
が

存
在
す
る
官
公
庁
街
だ
っ

た
。

　
別
府
市
役
所
の
跡
地

に
は
、
現
在
一
階
・
市

役
所
の
南
部
出
張
所
、

二
階
・
市
立
図
書
館
、

三
階
、
四
階
・
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
（
市
民
の
学
習
の
場
）
の
入
居
す
る
庁

舎
が
あ
る
。

　
大
分
銀
行
は
現
在
秋
葉
通
り
に
面
し
て
い
て
大
分
銀
行
別
府
南
支
店

と
な
っ
て
い
る
。

　
別
府
電
報
電
話
局
の
跡
地
は
別
府
市
の
水
道
局
を
へ
て
、
現
在
、
児

童
館
（
愛
称
、
レ
ン
ガ
ホ
ー
ル
）
。
別
府
郵
便
局
は
北
浜
に
移
転
後
、

現
在
は
餅
ケ
浜
町
の
国
道
十
号
線
西
側
に
移
転
し
て
い
る
。

　
南
町
の
別
府
郵
便
局
の
跡
地
は
旧
浪
花
荘
旅
館
（
現
中
央
葬
儀
社
創

業
者
金
沢
一
臣
）
　
・
竹
製
品
卸
業
の
旧
三
田
川
産
業
と
な
り
、
平
成

十
六
年
十
一
月
頃
に
は
有
料
駐
車
場
と
な
っ
た
。
別
府
郵
便
局
が
北
浜

に
移
転
し
た
後
、
昭
和
十
二
年
六
月
に
河
村
観
三
が
南
町
郵
便
局
（
現
・

末
広
郵
便
局
）
を
設
置
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
別
府
警
察
署
刄
水
石
温
泉
付
近
か
ら
東
側
国
道
十
号
線
海
手
側
の
浜

町
に
移
り
、
現
在
餅
ケ
浜
町
の
国
道
十
号
線
東
側
に
移
転
し
て
い
る
。

　
児
童
館
（
レ
ン
ガ
ホ
ー
ル
）
の
前
に
は
明
治
四
十
三
年
創
業
の
「
長

寿
み
そ
、
坂
本
長
平
商
店
」
が
現
在
も
営
業
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

商
店
の
右
手
の
白
壁
の
建
物
は
、
江
戸
時
代
の
豪
商
「
荒
金
た
ば
こ
屋
」

の
も
の
を
移
転
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
軒
瓦
に
は
荒
金
た
ば
こ

屋
の
家
紋
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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四
　
丸
山
篤
と
の
結
婚

　
マ
チ
は
明
治
四
十
五
年
（
一
丸
こ
Ｉ
）
、
二
十
歳
で
東
京
帝
国
大
学

（
現
東
京
大
学
）
卒
の
報
知
新
聞
記
者
丸
山
篤
と
結
婚
す
る
。

　
篤
は
大
分
市
津
守
富
岡
（
現
滝
尾
地
区
）
の
丸
山
又
作
の
養
嗣
子
で
、

大
正
二
年
、
養
父
母
の
懇
望
に
よ
り
マ
チ
と
も
ど
も
大
分
市
に
帰
郷
し
、

回
二
年
よ
り
旧
制
大
分
中
学
（
現
上
野
丘
高
校
）
に
英
語
教
師
と
し
て

教
鞭
を
執
る
が
、
大
正
十
年
（
一
九
二
言
六
月
、
マ
チ
が
二
十
九
歳

の
と
き
死
去
す
る
。
マ
千
は
別
府
の
実
家
小
松
屋
河
村
家
（
当
主
・
観

三
）
に
戻
り
、
没
年
ま
で
約
二
十
年
間
同
居
し
た
。
同
年
十
一
月
、
実

父
河
村
徳
て
印
死
去
す
る
。

五
　
和
歌
と
禅
に
生
き
る

　
大
正
十
二
年
（
一
丸
二
三
）
、
マ
チ
は
大
分
市
金
他
の
万
方
寺
の
住

職
で
あ
る
足
利
紫
山
老
大
師
の
禅
門
に
入
る
。

　
雑
誌
「
ア
ド
バ
ン
ス
大
分
」
に
よ
れ
ば
、
マ
チ
の
妹
秋
吉
カ
タ
が

丸山待子

フ
っ
ち
は
昼
は
真
宗
、
夜
は
禅

宗
」
と
端
的
に
表
現
し
た
よ

う
に
、
河
村
家
は
真
宗
の
西

法
寺
（
西
本
願
寺
派
）
の
寺

総
代
で
あ
っ
た
が
、
間
宮

英
宗
（
大
正
七
年
か
ら
大
正
十
五
年
ま
で
方
広
寺
沢
管
長
）
、
足
利

紫
山
（
大
分
市
の
万
寿
寺
住
職
、
の
ち
方
広
寺
派
管
長
）
な
ど
禅
の
高

僧
に
師
事
し
て
い
た
。

　
間
宮
英
宗
禅
師
が
別
府
に
修
養
道
場
「
程
道
庵
」
を
道
っ
た
の
は
、

炭
坑
王
の
麻
生
大
吉
（
麻
生
太
郎
外
相
の
曽
祖
父
）
の
別
荘
「
五
六
庵
」

を
訪
れ
て
い
た
縁
か
ら
だ
と
い
う
。
い
ま
の
別
府
中
央
公
民
館
の
場
所

は
、
広
い
麻
生
別
荘
の
庭
を
道
路
で
区
切
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
す

ぐ
下
に
伊
予
の
菊
池
さ
ん
の
屋
敷
が
あ
り
、
そ
の
二
階
を
借
り
て
程
道

庵
は
作
ら
れ
た
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
頃
、
丸
山
待
予
は
妹
秋

吉
カ
タ
と
こ
の
程
道
庵
で
間
宮
禅
師
の
説
法
を
受
け
た
と
も
い
う
が
、

す
で
に
待
子
は
人
々
へ
禅
の
指
導
を
し
て
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
頃
か
ら
マ
チ
は
河
村
家
と
親
戚
に
な
る
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
浚
利

良
道
と
歌
道
の
交
渉
を
始
め
る
。
ま
た
、
川
谷
静
女
史
に
就
き
茶
道
に

入
門
す
る
。
浅
利
良
三
（
一
八
九
七
土
九
七
七
）
は
別
府
町
の
醸
造
業
・
浅
利
喜

兵
衛
の
三
男
。
本
名
竜
三
郎
。
筆
名
は
光
三
郎
、
の
ち
に
受
戒
し
て
良

道
。
五
三
〇
〇
首
収
録
の
「
浅
利
良
道
短
歌
集
」
が
あ
る
。

春
や
よ
し
　
宵
や
ぬ
く
し
と
　
ゆ
る
ゆ
る
と

　
　
歩
め
る
人
は
　
み
な
湯
治
客

良
道
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ア
ラ
ラ
ギ
派
の
同
人
・
中
村
憲
吉
と
マ
チ
が
市
内
流
川
の
日
名
子
旅

館
で
会
っ
た
の
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
で
、
マ
チ
が
三
十
五
歳
の

　
当
時
、
別
府
温
泉
に
は
著
名
な
歌
人
・
斉
藤
茂
吉
、
与
謝
野
晶
子
、

土
屋
文
明
、
若
山
牧
水
、
野
口
雨
情
ら
が
よ
く
訪
れ
て
は
日
名
子
旅
館

を
常
宿
と
し
て
い
た
。
以
上
の
著
名
人
や
画
家
の
片
多
徳
郎
、
権
堂
種

男
、
だ
る
ま
絵
の
足
利
紫
山
（
万
寿
寺
住
職
）
や
勢
家
町
威
徳
寺
住
職

の
瓜
生
鉄
雄
ら
が
丸
山
待
子
を
訪
れ
て
い
て
、
小
松
屋
河
村
家
は
文
化

サ
ロ
ン
の
観
を
呈
し
て
い
た
。

中
村
憲
吉
・
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
同
人
。
広
島
県
の
出
身
。

斎
藤
茂
古
　
・
歌
人
で
医
師
、
雑
誌
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
を
編
集
。
山
形
県

の
出
身
。

与
謝
野
晶
子
　
・
浪
漫
派
の
歌
人
、
与
謝
野
寛
（
鎌
幹
）
の
妻
。

土
屋
文
明
　
・
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
、
群
馬
県
の
出
身
。

若
山
牧
水
　
・
宮
崎
県
の
出
身
。
歌
誌
「
創
作
」
を
主
宰
。

野
口
雨
情
は
詩
人
で
民
謡
、
童
話
を
よ
く
し
た
。
茨
城
県
の
生
ま
れ
。

「
船
頭
小
唄
」
、
「
は
ぶ
の
港
」
、
「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」
、
「
青
い
目
の
人

形
」
等
の
歌
を
作
っ
た
。
雨
情
は
来
別
の
折
り
、
こ
の
小
松
屋
河
村
家

の
文
化
サ
ロ
ン
に
学
校
の
先
生
達
を
集
め
て
音
楽
会
を
開
い
て
い
た
。

　
待
子
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
浅
利
良
道
、

瓜
生
鉄
雄
、
原
常
雄
、
安
部
夜
市
ら
と
歌
集
「
大
分
歌
人
」
を
創
刊
し
、

編
集
同
人
と
し
て
活
勤
し
た
。

　
河
村
家
と
道
路
を
隔
て
た
東
側
の
倉
庫
が
印
刷
所
に
な
っ
た
。
後
、

こ
の
場
所
が
東
洋
印
刷
と
な
っ
た
。
当
時
、
東
洋
印
刷
は
別
府
市
内
で

最
初
の
印
刷
所
で
も
あ
っ
た
。
社
主
は
マ
チ
の
兄
に
あ
た
る
梶
原
君
三

で
あ
っ
た
。
東
洋
印
刷
は
君
三
の
三
男
で
あ
る
三
郎
氏
が
引
き
継
い
で

い
た
。
平
成
十
六
年
に
は
こ
の
東
洋
印
刷
の
建
物
も
取
り
壊
さ
れ
、
現

在
駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
河
村
家
の
姉
妹
は
、
本
名
が
マ
チ
、
カ
タ
で
あ
る
が
、
歌
人
の
雅
号

を
待
子
、
方
子
と
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
名
前
の
流
行
と
し
て
、

通
称
を
待
子
、
方
子
と
称
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
片
多
徳
郎
は
洋
画
家
で
、
豊
後
高
田
市
の
出
身
、
文
展
、
帝
展
で
活

躍
し
た
。
権
堂
判
男
は
洋
画
家
で
、
大
分
市
の
生
ま
れ
。
足
利
紫
山
は

大
分
市
金
他
の
万
寿
寺
の
住
職
で
、
だ
る
ま
絵
を
描
く
の
を
得
意
と
し

て
い
た
。
瓜
生
鉄
雄
は
大
分
市
の
威
徳
寺
（
真
宗
本
願
寺
派
、
現
勢
家

町
一
丁
目
）
の
住
職
で
歌
人
で
も
あ
る
。

　
別
府
市
内
の
末
広
郵
便
局
の
右
手
北
側
の
道
路
沿
い
に
河
村
建
一
氏

が
建
て
た
丸
山
待
子
の
歌
碑
が
建
っ
て
い
る
。
河
村
建
一
氏
は
当
時
末

広
郵
便
局
長
を
勤
め
、
現
在
も
別
府
八
湯
の
ま
ち
興
し
の
世
話
人
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
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薄
氷
の
　
と
け
て
あ
わ
だ
つ
　
泡
み
ず
の

　
に
ご
り
め
に
た
つ
　
春
日
と
な
り
ぬ

待
子

　
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
六
月
、
待
子
は
当
時
の
文
部
大
臣
、
松
田

源
治
（
宇
佐
市
出
身
）
か
ら
人
を
通
じ
て
求
婚
さ
れ
た
が
、
「
二
夫
に

ま
み
え
ず
」
と
断
っ
た
。
こ
の
話
を
当
時
の
新
聞
が
取
り
上
げ
て
「
東

洋
の
最
後
の
大
和
撫
子
だ
」
と
報
道
し
た
。
「
大
和
撫
子
」
と
は
広
辞

苑
に
よ
れ
ば
「
日
本
女
性
の
美
称
」
で
あ
る
。
　
　
″

六
　
紙
屋
温
泉
と
待
子
歌
碑

　
紙
屋
温
泉
は
明
治
初
期
か
ら
の
名
湯
で
あ
る
。
こ
の
温
泉
は
、
当
時

河
村
徳
一
の
所
有
で
あ
っ
た
。
小
松
屋
河
村
家
が
建
て
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
明
治
七
年
に
は
県
費
に
よ
る
改
築
が
行
な
わ
れ
た
。
明
治
三
十

五
年
（
一
九
〇
二
）
頃
は
、
南
町
の
共
同
浴
場
と
な
っ
て
い
た
。

　
紙
屋
温
泉
の
建
物
の
前
に
次
の
短
歌
二
首
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

ゆ
か
し
さ
に
　
だ
れ
し
も
汲
ん
で
　
飲
み
や
ろ
う
ぞ

　
　
小
春
忘
れ
ぬ
　
紙
屋
お
ん
せ
ん
　
　
　
寒
心
斎

寒
朝
を
　
温
泉
に
足
浸
す
　
母
上
の

　
　
七
十
に
ち
か
き
　
齢
を
お
も
う
　
　
丸
山
待
子

七
　
万
寿
寺
に
眠
る

　
丸
山
待
子
は
歌
集
は
作
ら
な
か
っ
た
が
、
浅
利
良
道
の
撰
に
よ
る

「
丸
山
待
子
短
歌
集
」
が
あ
る
。

う
つ
そ
み
の
　
や
す
き
心
を
　
ね
が
い
つ
つ

　
今
宵
は
こ
こ
の
　
御
堂
に
座
る

わ
く
ら
葉
の
　
落
ち
散
る
庭
や
　
夫
子
な
き

　
身
の
安
け
さ
を
　
さ
み
し
み
思
う

　
待
子
は
筆
文
字
が
達
筆
だ
っ
た
。
学
生
時
代
に
は
小
筆
で
日
記
を
記

し
て
い
る
。
ま
た
、
短
歌
も
秀
麗
な
筆
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
次
の

筆
跡
が
そ
れ
で
あ
る
。

’
辰
↓
必
式
ツ
ダ
ぐ
タ
ぐ
で

わ
４
？
ク
剔
’
力
‥
ざ
い
ｔ
で
ｉ
　
勅
ム

（
観
音
の
慈
悲
の
光
の
み
ち
み
ち
て

わ
か
日
の
本
の
い
よ
ｘ
か
が
や
ふ
）
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こ
の
こ
ち
の
Ｊ
．
ね
７
ｔ
か
ら
？
か
に
ノ
け
く

あ
／
わ
ま
で
宍
く
ゾ
６
こ
√
ｙ
７
よ
行
辻

　
　
（
こ
の
こ
ろ
の
月
夜
も
む
な
し
ふ
り
そ
ｉ
ぐ

　
　
あ
め
に
さ
び
し
く
い
く
日
こ
も
ら
ふ
）

　
丸
山
待
子
（
マ
チ
）
は
尿
毒
症
を
患
い
、
十
日
ば
か
り
病
臥
し
て
昭

和
十
六
年
九
月
二
十
一
日
に
死
去
し
た
。
享
年
四
十
九
歳
。

　
そ
の
日
は
日
食
の
さ
な
か
だ
っ
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
六
年

九
月
二
十
一
日
に
は
台
湾
で
皆
既
日
食
が
観
測
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。

　
待
子
の
墓
は
大
分
市
会
池
の
万
寿
寺
境
内
に
あ
り
、
夫
丸
山
篤
と
一

緒
に
眠
っ
て
い
る
。
マ
チ
の
法
名
は
「
松
涛
庵
心
月
明
照
大
姉
」
。
こ

の
墓
は
河
村
家
の
当
主
、
マ
チ
の
兄
に
あ
た
る
河
村
観
三
が
建
立
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
丸
山
篤
、
マ
チ
の
墓
の
左
手
前
に
「
荒
城
の
月
」
等
を
作
曲
し
た
楽

聖
、
瀧
廉
太
郎
の
墓
が
あ
る
。

△
丸
山
待
子
の
絶
詠
∇

　
　
虫
の
音
と
　
と
も
に
絶
え
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
た
だ
南
無
阿
弥
陀
仏

わ
か
い
の
ち

南
無
阿
弥
陀
仏

　
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
九
月
二
十
七
日
、
大
分
市
金
池
の
万

寿
寺
が
主
に
な
っ
て
「
丸
山
待
子
三
十
七
回
忌
」
が
営
ま
れ
た
。

　
な
お
取
材
に
際
し
て
は
別
府
市
末
広
町
・
河
村
建
一
、
山
の
手
町
・

梶
原
三
郎
、
大
畑
・
川
田
康
、
浜
脇
・
松
尾
常
己
、
上
田
の
湯
・
池

田
鋭
大
、
る
り
子
ご
夫
妻
の
諸
氏
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙

上
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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